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	応用
	抗原情報
	背景
	Sec61複合体は、小胞体（ER）膜のタンパク質輸送装置の中心的な構成要素です。Sec61複合体のオリゴマーは膜貫通チャネルを形成し、タンパク質はここでER膜を通過してER膜に輸送されます。この複合体は、α、β、γの3つの膜タンパク質で構成されています。この遺伝子はβサブユニットタンパク質をコードしています。Sec61サブユニットはER後区画にも存在することが観察されており、これらのタンパク質がERから脱出して再利用できることを示唆しています。この転写産物には複数のポリアデニル化部位が存在することが示されています。[RefSeq提供、2008年7月],機能：小胞体におけるタンパク質輸送に必要。,類似性：SEC61-βファミリーに属する。,サブユニット：SEC61-α、SEC61-β、SEC61-γからなるヘテロ三量体複合体。 SEC61、SEC62、SEC63からなる複合体の一部。SEC62と相互作用する。
	研究分野
	シグナル伝達; タンパク質輸送; ERタンパク質
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

